
高温登熟性に優れた水稲新品種「おいでまい」の
高品質・良食味米生産 計画期間：平成24年度～平成28年度

香川県

具体的な成果

１ 高品質米生産による１等米比率の向上
■１等米比率が向上（H24→H28）
（全品種５．６％→１０．１％）
（おいでまい９４．２％→６１．１％）
（ヒノヒカリ４．８％→２．１％）

２ 「おいでまい」の生産計画に対応した作
付推進
■認定栽培者の増大(２９戸､２８ha→６２７
戸、４７０ha）
■生産量の拡大（１４０ｔ→６，４５０ｔ）
■試験栽培として公募により「おいでまい」
栽培者を認定し、試験栽培を実施（H24）
■一般栽培としての作付推進（H25以降）
■重点推進地域における作付推進
■公募による栽培者を認定し、生産計画に
対応した作付け
■平成２８年産の作付面積１，２９０ha

３ 「おいでまい」栽培マニュアル等に基づく
高品質・良食味米生産
■「おいでまい栽培マニュアル」を作成
■おいでまい委員会によるブランド化 普及指導員だからできたこと

・農業革新支援専門員が県域レベルで生産
者等に対して技術研修を実施し、普及指導
員が各地域において技術指導を実施。
・「おいでまい」の生産、販売、ＰＲを一体的
に行う「おいでまい」委員会の生産振興チー
ム地域部会を普及センターが運営し、ＪＡと
連携して栽培者への支援を実施。

○近年の温暖化に伴う高温障害により、香川県産米の１等米比率は低迷を
続けており、高品質米生産による１等米比率の向上が喫緊の課題。
○香川県農業試験場が育成した高温登熟性に優れた水稲新品種「おいでま
い」の普及・拡大を図ることにより、高品質米の生産量を確保。
○平成28年産の作付面積１，２９０ha。

○１等米生産とあわせて栽培技術改善による良食味米生産によりブランド化
を推進し、市場評価を向上。平成２５・２６・２８年には「特Ａ」を獲得。

普及指導員の活動

平成24年
■「おいでまい」の高品質良食味米生産の
ための栽培基準策定に向けた実証ほを設
置(28ヶ所)。
■おいでまい生産者やJA職員に対する技
術研修を実施。
■重点推進地域及び公募による栽培予定
者に対して栽培技術講習会を実施。

平成25年
■「おいでまい」一般栽培を開始(約1,300戸､
660ha)し、栽培技術研修会を開催
■「おいでまい」の栽培基準の策定と検証
のための実証ほを設置(25ヶ所)。
■生育期間中に栽培管理に関する情報を
提供。
■おいでまい生産者やJA職員に対する技
術研修を実施

平成26～28年
■平成25年の取り組みを継続実施。
■「おいでまい」の生育指標を確認するため
のツールを作成

おいでまい生産者等に対する研修
「おいでまい」
シンボルマーク
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香川県 
高温登熟性に優れた水稲新品種「おいでまい」の 

高品質・良食味米生産 
 
活動期間：平成２４年度～平成２８年度 
 
１． 取組の背景 
  近年の温暖化に伴う高温障害により、香川県産米の１等米比率は低迷を続

けており、高品質米生産による１等米比率の向上が喫緊の課題であった。 

こうした中、香川県農業試験場では高温登熟性に優れた水稲新品種「おいで

まい」を育成し、普通期栽培品種として普及・拡大を図ることにより、高品質

米の生産を確保することとなった。 

新品種「おいでまい」は、普及品種である「ヒノヒカリ」に比べて高温障害

による白未熟粒の発生が少なく、粒ぞろいが良いため玄米の外観品質が優れ

るほか、「ヒノヒカリ」並の極良食味という特徴がある。 

一方、短草で倒伏しにくく葉色がやや薄いため、多肥となる懸念があるほ

か、分げつが旺盛で過繁茂になりやすいこと、強い中干しで根の活力が低下

しやすいこと、いもち病に弱いことなどから生産拡大に当たっては、「おいで

まい」の良好な品種特性を十分引き出せるような施肥法、栽植密度、水管理、

いもち病の防除対策など、総合的な栽培技術の確立・普及が必須であった。 

 

表 「おいでまい」の１等米比率と作付面積の推移 

品種 平成２４年産 平成２６年産 平成２８年産 

おいでまい ９４．２％ ７４．６％ ６１．１％ 

 作付面積 ２８ha ７３０ha １２９０ha 

ヒノヒカリ ５．３％ ２３．９％ ２．１％ 

 
２．活動内容（詳細） 

「おいでまい」の栽培管理技術の確立と普及に当たっては、高品質良食味米

生産のための栽培基準策定に向けて、県内４つの普及センターに全県で２８

か所の実証ほを設置して、農業試験場での試験データをもとに、現地での調査

研究を行った。翌年度も引き続き「おいでまい」の栽培基準の策定と検証のた

めの実証ほを全県で２５か所に設置し、最適な栽培管理を検証した。 

また、こうした実証ほを活用して、おい

でまい生産者やＪＡ職員に対する技術研

修を実施した。 

作付け拡大に当たっては、カントリー

エレベータ単位で重点推進地域を設定し

たほか全県から公募により栽培者を募集

し、一定の条件を満たす栽培者を認定し
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て、これらの栽培予定者に対して栽培技術講習会を実施した。 

平成２５年から「おいでまい」の一般栽培を開始して、約 1,300戸､660haの

栽培者を対象とした技術研修会を開催した。 

「おいでまい」の生育期間中には、栽培管理の節目ごとに６回の栽培管理に

関する技術情報を提供し、指導者、栽培者に栽培管理の徹底を図った。 

現地実証ほの調査研究結果を基にデータを解析して、「おいでまい」の生育

指標を確立し、生育診断をするためのツールと栽培マニュアルを作成した。 

 
３．具体的な成果（詳細） 
１ 高品質米生産による１等米比率の向上 

本県全栽培品種の平均１等米比率は、平成２４年産の５．６％から平成 

２８年産では１０．１％に向上した。「おいでまい」では同様に９４．２％

から６１．１％に、「ヒノヒカリ」では同様に４．８％から２．１％となっ

た。 

２ 「おいでまい」の生産計画に対応した作付け推進 

カントリーエレベータを除く認定栽培者（県内公募により「おいでまい」

栽培者を認定）による試験栽培を実施した平成

２４年産は試験栽培で２９戸､２８haであった

が、平成２５年産から一般栽培を開始し、平成

２８年産では６２７戸、４７０haに増加した。 

生産量はカントリーエレベータへの出荷分

も含めると同様に１４０ｔから６，４５０ｔに

拡大した。 

平成２８年産の作付面積は合計で１，２９０

haとなった。 

３ 「おいでまい」栽培マニュアル等に基づく高   

品質・良食味米生産 

実証ほでの調査研究データを基に「おいでまい栽培マニュアル」を作成

し、県内の生産者、普及指導員、ＪＡ担当者へ配布して栽培技術の徹底を図

った。 

   また、行政部局では生産・流通・販売・マスコミ関係者を構成員とする「お

いでまい委員会」を設置して、県内関係者が一丸となったブランド化が図ら

れ、市場評価が向上した。 

 ４ 食味ランキング「特Ａ」獲得 

平成２５年産「おいでまい」は、日本穀物検定協会の「米の食味ランキン

グ」で中四国初となる「特Ａ」ランクを獲得し、続く平成２６年産でも「特

Ａ」となり、２年連続獲得となった。２年連続の「特Ａ」効果や販売ＰＲな

どで一時品薄状態となるなど、県内を中心に需要が増大した。 

平成２７年産は、登熟期の日照不足と低温により「特Ａ」は逃したが、平

成２８年産では再び「特Ａ」に返り咲いた。 

今後も高い品質を維持しつつ、更なる生産拡大を図っていく。 

「おいでまい」シンボルマーク 
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４．農家等からの評価・コメント（丸亀市 Ｍ氏） 
  「おいでまい」は農家待望の品種である。１等を取れることは限りない喜び

で、「来年もがんばろう！」というモチベーションが湧いてくる。 
 
５．普及指導員のコメント（香川県農業革新支援センター 農業革新

支援専門員 大熊） 
  農業革新支援専門員が県域レベルで生産者等に対して技術研修を実施し、

普及指導員が各地域において技術指導を実施した。「おいでまい」の生産、販

売、ＰＲを一体的に行う「おいでまい」委員会の生産振興チーム地域部会を普

及センターが運営し、ＪＡと連携して栽培者への支援を実施した。こうした関

係者が一丸となって全県を挙げて取り組んだ結果が食味ランキング「特Ａ」の

獲得と１等米比率の改善につながった。 
 
６．現状・今後の展開等 
  今後も、地域に応じた栽培管理指導の徹底により、実需者が求める高品質

で安全・安心な「おいでまい」の生産・販売を進める。 

また、最近の異常気象年においても収量・品質を維持するため、土づくり

やいもち病対策など、天候に左右されないよう栽培技術の確立・普及指導を

行っていく。 
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